
物語を読んで、気持ちを考えよう 3／5
小6／気持ちや その 変化・理由を 読み取り、いちばん 近いものを 1つ えらぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1 明日から、新しい学校。新しい友だちが できるかな。ちゃんと やっていけるかな。
ゆうたは布団の中で、なかなか目を閉じられなかった。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

このとき、ゆうたの 気持ちに いちばん 近いものは どれ？
① 新しい 生活への 期待で、明日の 朝が 待ちきれない 気持ち
② 新しい 友だちへの 期待と、うまく やれるかの 不安
③ 前の 学校の 友だちと 別れた さびしさと、新しい 生活への 不安
④ 新しい 学校への 不安で、行きたくないと 思いつめる 気持ち
こたえ

2 兄が遠くの大学の寮へ旅立つ朝。この一か月、母は毎晩おそくまで兄の荷造りを
手伝っていた。母は笑顔で手をふり、車が見えなくなると、大きくのびをした。
それから、「さあ、あの部屋をお母さんの手芸の部屋にしよう」と、鼻歌まじりに
メジャーを取り出した。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

このとき、母の 気持ちに いちばん 近いものは どれ？
① 心配な 気持ち と 楽しみ
② 心配な 気持ち と 寂しさ
③ ほっとした 気持ち と 楽しみ
④ ほっとした 気持ち と 寂しさ
こたえ

3 助けを呼びに、力いっぱい走った。けれど、まに合わなかった。ぼくにできる
ことは、何もなかった。にぎったこぶしの中が、じんわりと熱くなった。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

このとき、ぼくの 気持ちに いちばん 近いものは どれ？
① 安心
② はずかしさ
③ 満足
④ くやしさ
こたえ



物語を読んで、気持ちを考えよう 3／5 【こたえ】
小6／気持ちや その 変化・理由を 読み取り、いちばん 近いものを 1つ えらぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1 こたえ： ②  新しい 友だちへの 期待と、うまく やれるかの 不安
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

明日から、新しい学校。新しい友だちが できるかな。ちゃんと やっていけるかな。
ゆうたは布団の中で、なかなか目を閉じられなかった。
手がかり：
『友だちできるかな』（期待）と『やっていけるかな』（不安）の両方＋なかなか目を閉じられ
ない＝期待と不安が入り混じる。前の学校のことは書かれていない。

2 こたえ： ③  ほっとした 気持ち と 楽しみ
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

兄が遠くの大学の寮へ旅立つ朝。この一か月、母は毎晩おそくまで兄の荷造りを
手伝っていた。母は笑顔で手をふり、車が見えなくなると、大きくのびをした。
それから、「さあ、あの部屋をお母さんの手芸の部屋にしよう」と、鼻歌まじりに
メジャーを取り出した。
手がかり： 一か月続いた荷造りが終わり、見送ったあと『大きくのびをした』＝心配ではなく、
ほっとした気持ち／空いた部屋の使い道を決めて『鼻歌まじり』＝寂しさではなく、
これからの楽しみ。

3 こたえ： ④  くやしさ
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

助けを呼びに、力いっぱい走った。けれど、まに合わなかった。ぼくにできる
ことは、何もなかった。にぎったこぶしの中が、じんわりと熱くなった。
手がかり：
力いっぱい走ったがまに合わず『できることは何もなかった』／にぎったこぶしの中がじんわり
熱い＝何もできなかった自分へのくやしさ（満足や安心ではない）。


